


【
組
合
長
あ
い
さ
つ
】

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
組
合
の

運
営
、
ま
た
事
業
の
推
進
に
格
別
な
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
、

日
本
の
木
材
産
業
は
昨
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
の
影
響
に
よ
る
景
気
の
後
退
や
、
建
築

基
準
法
の
改
正
な
ど
に
よ
り
、
木
材
価
格
の

材
価
は
下
が
り
、
木
材
の
需
要
も
低
迷
し
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
、
森
林
組
合
に
と
っ
て

少
し
の
明
る
さ
は
地
球
温
暖
化
防
止
、

C
O
2
削
減
が
叫
ば
れ
、
環
境
問
題
へ
の
取

り
組
み
と
し
て
、
森
林
整
備
の
推
進
が
国
の

重
要
施
策
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
点
で
す
。

昨
年
度
を
ぶ
り
返
っ
て
み
ま
す
と
「
健
全

で
豊
か
な
森
林
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

福
岡
柏
原
川
流
域
で
実
施
す
る
こ
と
を
表
明

し
ま
し
た
が
、
準
備
不
足
と
い
う
こ
と
で
l

年
延
期
を
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
事
業
計
画

の
認
定
を
受
け
計
画
の
実
現
に
向
か
っ
て
進

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

製
材
工
場
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨

年
8
月
を
も
っ
て
休
業
し
、
今
年
2
月
に
国

か
ら
の
転
用
許
可
が
お
り
ま
し
た
の
で
、
現

在
は
森
林
組
合
技
術
者
の
研
修
セ
ン
タ
ー
及

び
機
械
保
管
倉
庫
と
し
て
利
用
し
て
お
り
ま

す。ま
た
、
今
年
3
月
末
で
、
高
峰
山
荘
と
夕
森

キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い
て
市
の
指
定
管
理
者
が

解
除
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
三
事
業

(
製
材
セ
ン
タ
ー
、
高
峰
山
荘
、
夕
森
キ
ャ

ン
プ
場
)
　
が
無
く
な
り
森
林
整
備
事
業
一
本

と
な
り
ま
し
た
の
で
一
層
の
努
力
を
し
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
組
合
決
算
で
は
3
年
続
け
て
赤
字

決
算
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
1
0
月
よ
り
役
職

員
の
給
料
カ
ッ
ト
を
行
い
、
本
年
度
も
引
き

続
い
て
合
理
化
を
行
い
黒
字
化
に
向
か
っ
て

努
力
を
し
て
い
ま
す
。

本
年
6
月
1
日
に
は
福
岡
事
業
所
を
本
所

に
統
合
し
、
組
織
体
制
を
一
本
化
い
た
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
今
ま
で
以
上
に
職
員

は
連
携
を
密
に
し
て
、
組
合
員
の
皆
様
の
森

林
経
営
に
積
極
的
に
取
組
み
情
報
提
供
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

環
境
税
は
、
1
0
年
く
ら
い
前
か
ら
話
題
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
4
7
都
道
府
県
の
内

3
7
都
道
県
で
導
入
及
び
導
入
に
つ
い
て
の
検

討
が
さ
れ
て
お
り
、
岐
阜
県
は
導
入
に
つ
い

て
の
検
討
中
に
含
ま
れ
ま
す
。

「
企
業
の
森
づ
く
り
」
　
は
企
業
と
県
と
市

が
共
同
し
て
地
域
の
森
づ
く
り
を
行
う
も
の

で
す
。
中
津
川
市
で
は
加
子
母
　
(
ト
ヨ
タ
紡

織
)
、
蛭
川
　
(
I
T
)
　
で
実
施
さ
れ
て
お

り
、
企
業
の
従
業
員
家
族
が
地
元
と
交
流
を

図
り
な
が
ら
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。
来
年

度
は
川
上
、
山
口
で
も
計
画
が
あ
り
ま
す

が
、
中
津
川
市
旧
市
町
村
で
各
1
ヶ
所
は
ほ

し
い
も
の
で
す
。

加
子
母
で
建
設
中
の
森
の
合
板
工
場
で
す

が
、
株
式
会
社
セ
イ
ホ
ク
が
中
心
と
な
り
平

成
2
2
年
後
半
に
は
稼
動
す
る
予
定
で
す
。

年
間
1
0
万
.
m
く
ら
い
の
原
木
が
必
要
と
な
る

予
定
だ
そ
う
で
す
。
中
津
川
市
森
林
組
合
と

し
て
も
地
元
の
森
林
組
合
と
し
て
合
板
工
場

へ
の
出
材
を
行
う
よ
う
林
産
事
業
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

中
津
川
市
で
は
、
現
在
切
り
捨
て
間
伐
を

無
料
に
す
る
た
め
、
本
来
森
林
所
有
者
の
負

担
す
べ
き
補
助
金
の
残
額
を
全
額
負
担
し
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。
大
変
ご
協
力
頂
い
て
お

り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
、
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
す
ま
す
の
森
林
組
合
事
業
に
ご
協
力
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

1
-
引
乱
国
開
聞
i
-

●
運
営
基
本
方
針

【総　括】

今
年
度
も
、
昨
年
と
同
様
、
森
林
・
林
業

を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
が
な
お
も
続
く
と

想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
当
組
合
で
は
、
事
業

管
理
費
の
削
減
を
は
じ
め
、
さ
ら
に
事
務
の

効
率
化
の
た
め
の
電
算
化
等
の
合
理
化
を
図

っ
て
参
り
ま
す
。
特
に
、
治
山
事
業
を
は
じ

め
と
す
る
公
共
事
業
の
受
注
が
年
々
減
少
し

て
い
る
中
で
、
引
き
続
き
組
合
員
の
所
有
す

る
山
林
の
集
約
化
に
努
め
、
地
球
温
暖
化
防

止
の
た
め
、
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
、
な
ど

適
正
な
森
林
管
理
を
積
極
的
に
す
す
め
る
と

と
も
に
、
中
津
川
市
の
林
業
行
政
と
連
携
し

て
、
地
域
に
お
け
る
森
林
整
備
を
進
め
、
林

業
振
興
の
中
核
的
な
担
い
手
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
参
り
ま
す
。

【
指
導
部
門
】

各
地
区
の
組
合
員
へ
の
啓
発
と
森
林
、
林

業
の
懇
談
会
・
説
明
会
な
ど
を
開
催
す
る
と

と
も
に
森
林
組
合
だ
よ
り
を
配
布
し
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
た
ど
を
通
し
て
情
報
を
提
供
し
て

い
き
ま
す
。

【
販
売
部
門
】

利
用
間
伐
を
進
め
る
中
で
、
受
託
林
産
事

業
を
積
極
的
に
進
め
、
本
年
度
も
昨
年
に
引

き
続
き
、
組
合
員
の
所
有
山
林
の
集
約
化
に

よ
っ
て
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
り
、
作
業

路
と
軽
作
業
路
の
路
網
整
備
や
高
性
能
林
業

機
械
の
導
入
に
よ
る
作
業
の
シ
ス
テ
ム
化
に

努
め
ま
す
。

【
森
林
整
備
部
門
】

昨
年
と
同
様
、
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援

交
付
金
制
度
を
活
用
し
て
民
有
林
の
未
整
備

森
林
の
現
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
複
数

組
合
員
の
所
有
山
林
の
施
薬
計
画
と
森
林
を

集
約
し
た
提
案
型
で
間
伐
事
業
の
推
進
に
努

め
ま
す
。
本
年
度
よ
り
モ
デ
ル
事
業
を
福
岡

柏
原
川
流
域
に
お
い
て
、
岐
阜
県
が
推
進
す

る
　
「
健
全
で
豊
か
な
森
林
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
　
事
業
に
着
手
致
し
た
い
と
思
い
ま

す。

ま
た
、
森
林
施
薬
の
電
算
化
　
(
森
林

G
I
S
)
　
に
よ
る
森
林
の
整
備
を
促
進
し
、

事
業
量
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。
永
続
的
な
森

林
管
理
に
お
け
る
機
関
造
林
事
業
は
、
適
切

な
森
林
管
理
に
よ
っ
て
水
源
か
ん
賽
と
持
続

可
能
な
森
林
づ
く
り
で
森
林
保
全
を
図
り
ま

す。



こ高聞手藷おか三両垂処垂証つい額露醐高貴構対照表

流動資産 �202,243 �流動負債 �33,263 

(D現金・預金 �112,587 �①買掛金 �151 

(D受取手形 �421 �②未払金 �23,110 

(①売掛金 �211 �③預り金 �49 

④未収金 ⑤棚卸資産 ⑥その他資産 �86,928 �④その他負債 �9,953 
201 �固定負債 �l,841 

2,504 �①農林漁業資金借入金 �325 

⑦貸倒引当金 �△609 �③役員退任慰労金引当金 �928 
588 

固定資産 �61,927 �負　債　合　計 �35,104 

(D土地 ②森林 ③減価償却資産 �16,267 �出資金 �93,127 

7,605 �剰余金 �160,132 

172,709 �(○資本準備金 �100 
へ110 �199 

8,957 �③特別積立金 (り当期未処理損失金 だ(1)当期損失金 �67 �947 

18 �114 

外部出資 �23,553 ��18 �114 

0 

その他の固定資産 �640 �資　本　合　計 �253,259 

資　産　合　計 �288,363 � �288,363 

事業損益の部 

事業総収益 ��388,801 

事業総費用 ��302,173 

事業管理費 ��105,484 

事業損失 ��△18,856 

事業外損益の部 �� 

事業外収益 ��1,511 

事業外費用 ��30 

経常拐失 ��∠ゝ17,375 

特別損益の部 �� 

特局 �利益 �886 

特別 �損失 �1,445 

税引胃 �当期損失 �17,934 

法人税等 ��180 

当期損失金 ��18,114 

0 
〈当期末処理欠損金 ��18,114 

(闘議団、



前々回、枝虫被害についてはお伝えしましたが、森を守るということは、手入れをすること(森林の再生を図る

こと)です。日本の森は、多くの先人たちの努力の賜物です。現に私たちの先祖が植えてきた森林が身近な林であ

り、私たちの先祖が植え育て、手入れを欠かさず残して来た山林が、今、立派な山となって残って来ているのです。

しかし、現在、枝虫(スギノアカネトラカミキリ)は、市内の各地区で発生した痕跡を残している事が多く見うけ

られます。枝虫が最近特にスギ・ヒノキを加害する穿孔虫類の中でもトップクラスの重要害虫です。これは、スギ・

ヒノキを食害し、製材したときには柱材としての商品価値が無くなってしまうものです。木材業者から「枝虫」と

呼ばれ、スギやヒノキの枯れ枝に産卵するスギノアカネトラカミキリです。被害の実態はまだはっきりとはし

ていませんが、伐採した材が木材市場では半値になってしまいます。

このような状況が今、材価の市況が悪い現在、特に森林組合では問題になっております。先祖より長年育ててき

た森林で今起きていますので被害の恐ろしさを再認識してもらわないといけません。

毒言云嘉表徴窺⑳細額燵低電解留蒜
特に間伐がされてなく、混み合った環境で枝が枯れ上がってしまった林分の被害が甚大です。この被害の全部

が全部このようになる理由ではありませんが、いずれにしても大きな損失になることは間違いありません。また、

被害は大径木に多く、被害額も莫大になります。こうしたことが二度とおこらないように、枝打ちを実施して行く

のか有効手段のようですが、費用もかかり現在では、なかなか出来ない状況です。今、出来る対策は早めの間伐

(切り捨て間伐)を実施し、風通しを良くし、枯れ枝を少しでも無くしていくことです。現在、事業を行う山林につ

いては、伐採前に試験的に何本かを伐採して、枝虫被害の確認をしています。市内に於いて枝虫の発生は、以前よ

りも増して被害を受けている山林が多く見受けられます。

▲▲▲▲▲▲翁鎧論議論叢誰飴鈴含ま▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲



llll動塞郷関嬢涙顔癖捜串l
l間伐が無料で出来るのですか?　　　　lなぜ可能なのか?
現在、本人負担なしで間伐ができます。　　　　　　　　　間伐事業費に対して国、県の補助があり、残りの個人

ただし、森林組合に委託された場合。　　　　　　　　　　負担分を中津川市の崇上げ補助で無料になりました。

l申し込みの方法は?　　　　　　　　l間伐の仕方は?
受託事業申込書、森林施薬委託契約書。組合員でない　　補助金の適用上、面積は0.10ha以上、伐採率は30%

方は、加入申し込みの手続きが必要です。　　　　　　　以上が対象です。

l補助の対緋?　　　　　　l今後も無料化はあるの景品一
対象森林ばひのき、すぎの人工林で林齢は60年生　　限定的な補助制度です。将来、無くなる可能性もあり

未満です。広葉樹、及び松山は対象外です。　　　　　ます。含越壕ヤ嫁で紫掴

l間伐をしないとどうなるか?
間伐をしていない森林では木が混み過ぎて幹は太れず、枝は枯れ上がり、モヤシ状になり、森林環境が著しく悪化

します。そのような森林は風雪害の被害を受けやすく、また木材としての価値も低くなってしまいます。

間伐をすると陽がよく入り、太く枝葉のしっかりした良質な木が育ち、害虫・風雪害に対して抵抗力の高い健全

間伐崇業苦器器窪) 「46,6〇〇円　自己負担金〇円

枝打ち/

事業費. 「30,〇〇〇円　　　自己負担金● 52,5〇〇円

条　件「へ5年以内適時6-「〇年は「回

植栽葉菜蕎蒜誓葦。,。器菜箸〇〇〇円

利用間伐は　伐採率30%以

上で、林齢や搬出材積により

補助額が変劃します。

詳しくは、森林組合事務所に

お尋ね下さい! ! i



個撰謡認認諾藷翳麗響
本年から中津川市福岡地内において「福岡柏原川流域里山整備プロジェクト」と超し、この地域に特化し

た計画を作成し、その計画に基づき様々な事業を実施することとしております。そしてこの地域で得たノウ

ハウを組合管内全域で活用できるよう努めて参ります。

このプロジェクトの概要は、森林729.54haを団地設定し、 「環境林」と「生産林」に区分します。それぞれの

区分に応じた目標林型を示し、木材搬出量及び実施面積の年次目標、その他施業の実施面積目標を示し、そ

の目標に向かって森林整備を実施します。

木材搬出については、作業効率の向上、労働強度の軽減などを図るため、作業路を開設し、高性能林業機械

を活用した木材搬出を実施します。作業路開設による環境への影響を調査するため、作業路を開設した上流

部と下流部で濁度(水の濁り)を調査します。

また、この地域に中間上場を設置し、輸送コストの削減を目指します。この地域では、木材市場まで片道

30km以上でありますが、中間土場がエリアのほぼ中心に位置するため遠いところで片道10km、平均距離は

4血程度となります。

本年の取組は、森林の境界を明確にし、森林の現況を把握するため、森林所有者の方々に協力いただき杭

打ちを実施しております。2月までに測量まで終了し、次年度以降は団地化による森林整備の推進を図りた

いと考えております。



○森林簿貸与申請に伴う組合員の同意について

組合員は、今後、所有する森林に関する森林簿情報が、森林施業計画の作成若しくは作成の指導援助を目的として

県から森林組合に貸与されることに同意するものとする。ただし、貸与に同意しない組合員にあっては、書面によ

り森林組合長に申しでることができる。

番号 �品　名 �規　格 �標準価格 �特別価格 

0 �(笹・竹・雑木用) � �2.756円 �1,890円 2,888円 �1,99〇円 

e �バクマチップソー山林王 (下刈・小枝用) � �2.806円 �2,310円 3,99〇円 �2,41o円 

e �(雑草刈込用) � �2,1〇〇円 �1,470円 と.と05円 �1,570円 

e �三ケ月型草刈鎌 �(両刃・片刃)19.500 �2,4「5円 �1,82o円 

e �携帯登鎌 (ビニールカバ-付) �230g �4,995円 �3,93o円 

e �スパイク地下足袋 �㊨先割(7枚コハゼ) �5,586円 �4,08〇円 
㊥先丸(7枚コ八ゼ) �5.586円 �4,080円 

o �(ケブラー) �スパイク底 �「6.695円 �10,710円 

e �(ケブラー) �ラジアル底 �15.960円 �10,500円 

e �鵜よけ鈴 �⑦真鍋製　ひも付 � �1,04〇円 
⑪カラビナ付(径6飢) �2,4〇〇円 �2,080円 

⑲ �薬用入浴剤 (ヤングビーナス) � � �3,150円 3,150円 

⑲ �燃料ボトル (オプティマス) �⑦工5g∴の88m �3.465円 �3,200円 
㊥十〇l∴の80同和 �3,「5〇円 �2,910円 

⑱ � �デラックス �4,41〇円 �3,150円 

㊨諾幣譜慰寵譜琵絡くださ。。 
中津川南森林組合 

TEL,(0573)65"1128.FAX,(0573)65"74盆冒 
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中津Ii i市森林組合では、森林整備地区説明会を今年度も各地区、下記の予定で行います。ご都合

に合わせて他地区へ出席していただいても結構ですので、山についての質問、ご要望のある方は是非

ご出席下さい。

【中津川地区】 
地区名 �日　程 �時　間 �場　所 

阿　木 �10月15日(木) �午後7時一 �阿木コミュニティーセンター(ホール) 

落合・神坂 �1〇月2〇日(火) �午後7時へ �落合コミュニティセンター(和室) 

坂　本 �10月22日(木) �午後7時へ �坂本コミュニティセンター(2-2) 

中　津 �10月27日(火) �午後7時- �森林組合(1階会議室) 

苗　木 �1〇月29日(木) �午後7時- �苗木コミュニティセンター(十1) 

【福岡地区】、∴“ � � � 
地区名 �日　程 �時　間 �場　所 

田　瀬 �10月2〇日(火) �午後7時30分~ �田瀬区民会館 

下　野 �10月21日(水) �午後7時30分- �下野いきいき会館 

高　山 �10月22日(木) �午後7時3〇分- �高山区民会館 

八布施 �1〇月/23日(金) �午後7時- �八布施集会所 

福　岡 �1〇月27目(火) �午後7時3〇分- �福岡区民会館 

当組合では、下記機械の貸出しをしております。ご希望がありましたら森林組合までご連絡下さい。

●薪割機「日: 3,「5〇円(組合員でない方は「0%割増料金)

組合員様の死亡による相続、山の譲渡、団体・法人の代表者変更などによる名義変更の届出をされる方はご連絡下さい。

郵送にて用紙をお送りいたします。また組合事務所までお見えになる方はご印鑑をお持ち下さい。その場で手続きいたしま

す。またお近くの運営委員の方で組合員様の変更にお気づきの方はお知らせください。こちらで手続きさせていただきます。

編集・発行:中津川市森林組合　担当:総務課


